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＊ 岡山天体物理観測所構内の 4 等三角点の情報 

アーカイブ室新聞 141 号で岡山天体物理観測所構内の 4等三角点について記事を書いた。

この記事を読んだ測量史研究グループ（標石グループ）の上西氏からさっそくこの三角点

の情報が寄せられた（図１）。 

   

            図 1 国土地理院の四等三角点の記 



この三角点の測量成果として、次の記述がある。 

基準点コード TR45133648701 

点名 天文台 

冠字選点番号 Ｋ平 １１   

種別等級 四等三角点  

基準点成果 

成果状態 正常   

地形図 岡山及丸亀－玉島   

測地系 世界測地系   

緯度 34°34′33.4339   

経度 133°35′36.8249   

標高 364.90 m  

ジオイド高 35.83 m  

アンテナ高 m  

平面直角座標系（番号） 5   

平面直角座標系（Ｘ） -157727.581 m   写真 1 岡山天体物理観測所の三角点 

平面直角座標系（Ｙ） -67872.753 m  

縮尺係数 0.999957  

基準点現況  

現況状態 正常 20061025   

所在地 岡山県浅口市大字本庄字市平 3037-5 

この地点を選んだのは昭和 36 年 7 月 26 日、金属標を埋め込んだのは昭和 36 年 8 月 7日

とある。筆者が岡山天体物理観測所に就職したのは昭和36年3月1日のことであったから、

この三角点のことは記憶に鮮明であった。 

国立天文台で構内の三角点について情報をもっている事も必要であろう。この岡山天体

物理観測所の 4 等三角点は大きな自然の岩に埋め込まれたものである。今一度、その写真

を載せておく。 

 


